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R41b 渦巻銀河におけるパターン速度の決定法
○江草 芙実 (東京大学)、中西 裕之 (東京大学)、祖父江 義明 (東京大学)

我々は、渦巻銀河において重要なパラメータでありながら、今まで観測から決定する事が難しいとされてきた
パターン速度ΩPを求める手段として、COで見える腕とHαで見える腕のずれ (offset)を用いるという方法を考
案した。

ガスが円運動をしていて、パターンが剛体 (ΩPが定数)、分子雲から出来た原始星がHII regionを伴って光るま
での時間間隔 (star-forming timescale ∆tSF)が定数という 3つの仮定を用いる。すると銀河中心からの角度で表
した COとHαの腕のずれ θは、銀河回転の角速度 ΩGを用いて θ = (ΩG − ΩP)∆tSF と表されるので、θは ΩG

の 1次関数である事がわかる。従って、COとHαの観測から求めた θとΩGをプロットして直線でフィットする
事により、ΩPと∆tSFを同時に決定できる。

本研究では、この方法を乙女座銀河団の渦巻銀河 NGC 4254に適用した。Sofue et al.(2003)の空間分解能約
2′′のCOのデータと、これと同等の空間分解能を持つKoopmann et al.(2001)のHαのデータを用いて解析を行
い、∆tSF = (4.8± 1.2)× 106 yr、ΩP = 26+10

−6 km s−1 kpc−1 を得た。実際に解析に用いたパラメータや画像は、
ポスターに示す。


